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 2010 年春のギリシャ危機が発端となりユーロ危機へと発展した. ユーロ危機とは, ユーロ崩壊論が

当時横行した事実が示唆するように, 「ユーロの存亡が問われる危機」とやや漠然と定義しておこう.  
ギリシャ危機のユーロ危機への発展については, ①先進国のみの水平的通貨同盟の設計図に対して現

実には南欧の新興諸国が加盟して垂直的通貨同盟として現実化したこと, ②ユーロが「平時の通貨」と

して設計されたこと, この 2 点に見ている.  
 垂直的通貨同盟の問題性は, ダイバージェンス・モデルによって捉える. 単一の政策金利に対して, 

先進国と新興国との間に物価上昇率格差が構造的に存在し, そこから, 実質金利格差・経済成長率格差

が発展するダイバージェンスⅠ, 実質為替相場の乖離から経済成長率のギャップが生じるダイバージ

ェンスⅡという 2種類のダイバージェンスからなるモデルによって危機の発展を一般論的に説くと共に, 

モデルでは取り入れることのできないユーロに固有の諸問題や, 南欧諸国等のソブリン・リスクについ

ても説明し, ユーロ危機を包括的に捉える.  

ユーロ危機に対してＥＵは 2010年から改革を進めてきたが, 2011年 3月の EU首脳会議において制度

改革の総集編が打ち出された. 首脳会議の結論によってともいうべきによって改革の方向性を明らか

にした. 本報告ではその方向性についての説明と国家協力方式に頼る進め方への疑問などについて述

べたい.  
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